
かえるくんにもらった花
はな

の種
たね

を土
つち

にまいた

がまくんは、ちゃんと芽
め

が出
で

て来
く

るか心
しん

配
ぱい

で

す。早
はや

く芽
め

が出
で

るように、歌
うた

をうたったり、音
おん

楽
がく

を聞
き

かせたり…。それでも芽
め

が出
で

ず、ぐった

りつかれてねむってしまったがまくん。かえる

くんに起
お

こされて目
め

を覚
さ

ますと……!? 

国
こく

語
ご

の教
きょう

科
か

書
しょ

でもおなじみの、がまくんと

かえるくんのお話
はなし

。短
みじか

い話
はなし

が５話
わ

入
はい

ってい

るので、読
よ

み聞
き

かせにぴったりです。 

 

 

『バムとケロのにちようび』 

（作：島田 ゆか ／ 文渓堂） 

 
今日
き ょ う

は日曜日
にちようび

。でも外
そと

は雨
あめ

がふってい

るのでサッカーもすなあそびもできま

せん。こんな日
ひ

は部屋
へ や

のそうじをして、

おやつを作
つく

って、ゆっくり本
ほん

を読
よ

もう！

と思
おも

いついたバムのもとに、泥
どろ

だらけの

ケロちゃんが帰
かえ

ってきてさあ大変
たいへん

！  

大人気
だいにんき

のバムとケロシリーズの一
いっ

作
さく

目
め

。雨
あめ

の日
ひ

に家
か

族
ぞく

でおやつを食
た

べながら

読
よ

みたくなる、楽
たの

しい絵
え

本
ほん

です。 

 

『ふたりはいっしょ』 
（作：アーノルド・ローベル 訳：三木 卓 ／ 文化出版局） 
 

低
てい

学
がく

年
ねん

におすすめ！ 

 



『かみなりのちびた』 
（作：松野 正子 絵：長 新太 ／ 理論社） 

 

ひろしが昼
ひる

寝
ね

をしていると、おなかが

むずむず。なんとそこには小
ちい

さな小
ちい

さな

かみなりの子
こ

ども「ちびた」がいました。

いたずらが大
だい

好
す

きなちびたと友
とも

だちに

なったひろしは、自
じ

転
てん

車
しゃ

にのって雲
くも

の上
うえ

の「へそこうば」に遊
あそ

びに行
い

くことに。 

 ちびたとひろしのやりとりに、思
おも

わず 

くすっと笑
わら

ってしまう友
ゆう

情
じょう

物
もの

語
がたり

です。 

中
ちゅう

学
がく

年
ねん

におすすめ！ 

「きょうの天
てん

気
き

は はじめは はれていま

したが、ごごから ぶたがふりました。――」 

日
にっ

記
き

を勝手
か っ て

に見
み

たお母
かあ

さんをぎゃふんと

いわせるために、でたらめな「あしたの日
にっ

記
き

」を書
か

くことにした主
しゅ

人
じん

公
こう

の則
のり

安
やす

くん。

ところが、次
つぎ

の日
ひ

起
お

きるとその「でたらめ」

が現
げん

実
じつ

になっていて……。 

雨
あめ

ではなくてぶたがふってくる!? ドキ

ドキとわくわくの連
れん

続
ぞく

です。 

 

 

『はれときどきぶた』 

（作・絵：矢玉 四郎 ／ 岩崎書店） 
 

 



高
こう

学
がく

年
ねん

におすすめ！ 

『蛙
かえる

のゴム靴
ぐつ

』 
（作：宮沢 賢治 絵：松成 真理子 ／ 三起商行） 

 
林
はやし

にすむ カン蛙
がえる

・ブン蛙
がえる

・ベン蛙
がえる

の

３匹
びき

は、なかよく雲
くも

を見
み

ながら話
はなし

をしてい

ました。雲
くも

の形
かたち

や色
いろ

のことから、やがて人
にん

間
げん

界
かい

ではやっているゴム靴
ぐつ

の話
わ

題
だい

へ。ある

日
ひ

、カン蛙
がえる

がのねずみに頼
たの

んで手
て

に入
い

れた

ゴム靴
ぐつ

をはいてきて……。 

ゴム靴
ぐつ

をめぐって足
あし

をひっぱりあう 蛙
かえる

たち。かえるたちの様々
さまざま

な心
こころ

もようを描
えが

い

た作品
さくひん

です。 

 おつかいの帰
かえ

り、激
はげ

しい雨
あめ

にふられて市
し

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

にかけこんだルウ子
こ

。カタツムリを追
お

いかけているうちにたどりついたのは、部
へ

屋
や

の中
なか

なのにしとしとと雨
あめ

がふり、床
ゆか

には草
くさ

が

生
は

えている「雨
あめ

ふる本
ほん

屋
や

」という不
ふ

思
し

議
ぎ

な本
ほん

屋
や

でした。 

登
とう

場
じょう

するのは、絶
ぜつ

滅
めつ

したはずのドード―

鳥
どり

や妖
よう

精
せい

、さらには幽
ゆう

霊
れい

まで！ ルウ子
こ

の不
ふ

思
し

議
ぎ

な冒
ぼう

険
けん

がはじまります。 

『雨
あめ

ふる本
ほん

屋
や

』 
（作：日向 理恵子 絵：吉田 尚令 ／ 童心社） 

 

 


